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(1) 

本市 の人 口

(昭和45年 6月 l日現在)

人口総散 188. 184人

男 9 1. 6 2 8人

女 96.556人

帯 数 58.605世帯世
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繰
り
ヒ
げ
る
ニ
一
委
員
長
風
間
良
創
(
社
会
)
一
長
民
再
凶
徳
郎
(
溝
、
し
〕

と
を
決
め
て
き
日
を
怒
り
ま
し
一
副
議
員
長
秋
山
緊
郎
(
窓
ニ
ク
開
明
治
郎
(
問
)

一た
9

玄

員

山

中

警

(
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事
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土
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議
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諮
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川
忠
誠
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出
註
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央
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予
算
な
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可
決

一
勧
日
間
関
心
目
立
駅
伝
……承
知
ぶ
市
川
知
総
怖
い

閉
純
金
改
選
後
の
初
警
で
あ
る
障
市
警
は
、
主
用
二
十
日
に
河
口
需
長
に
よ
っ
て
招
集
さ
れ
、
高
踏
一
っ
て
、
各
会
話
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し
合
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師
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翠
か
ら
同
下
軍
閥
円

一
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叫
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仇
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告
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史
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間
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ジ
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っ
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早
川
武
霊
長
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手
当
選
さ
れ
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副
間
貸
住
吉
一
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福
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す
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開
通
撃
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霊
長
づ
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日
い
た
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日
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内
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員
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濯
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梨
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は
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が
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茂
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基
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会
党
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初
め
て
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と
で
も
あ
り
ま
す
一
た
。
引
き
続
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て
新
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と
で
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、

2
0
3
3
8
Z
B
F日
E
、

ミ

2
2
3日一

E
K明
註
乃
認
鴎
清
か
ら
噂
航
い
玄
員
長
石
丸
あ
吉
じ
(
毒

)
7
語
華
街
門
(
清
風
〉

事
、
注
意
書
な
ど
一
塁
構
成
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1ト
1
1
1ト
9
1
1
1
1
1
3dつ

引

自

民

コ

乱

射

針

斜

計

て

↑

聞

出

し

て

重

し

ま

す

。

主

に

行

な

っ

た

被

告

で

あ
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、
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を
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下
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富

士
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去
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任
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在
日
堅
持
十
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諮
問
的
討
す
持
続
七
時
一
号
訴
訟
長
引
け
れ
れ
い
一
詰
哨
行

な

っ

た

結

果

、

早

川

事

(

霊

会

一

十

て

壁

し

た

自

需

章

、

そ

の

独

す

ら

、

大

吉

な

間

待

を

も

っ

て

重

さ

「

る

補

点

予

算

な

ど

f

件

皇

室

田
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を

こ
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喜
盆
思
が
あ
一の
吉
い
は
芸
ヰ
誌
滋
し
ま
す
の

議

長

早

川

武

男

子

構

堂

、

重

の

さ

い
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と
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こ
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れ
た
発
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っ
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る
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が
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れ
、
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苦
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一
手
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一
で
了
解
さ
れ
た
し

-

F

Z

Z

の
閉
放
を
担
雪
れ
る
乙
と
に
百
さ
ん
の
ご
誌
を
、
心
か
ら
寄
り
ず
震
が
あ
っ
た
の
ち
、
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ず
れ
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=
一
L
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長
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で
、
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|

五

月

臨

時

会
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一

斗
司
、
U

副

議

長

溝

口

一

雄
一
な
り
ま
し
ょ
う
が
、
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も
ま
た
需
一
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
夏
巡
り
決
め
て
望
し
ま
し
た
。
否
定
に
型
し
て
、
盟
主
に
子
!

議

案

と

結

果

し

‘。
芸
M
，

.

圏

一
長
と
と
も
に
、
真
に
思
お
幸
せ
の
た
一
新
し
い
雨
量
ゑ
地
元
、
新
し
い
税
金
一
ま
た
喜
一
告
に
嘉
一
が
予
定
さ
れ
て
一
喜
一
霊
安
く
払
い
下
げ
る
約
束
を
必
一

岱

--F五
月
一
一
十
日
に
聞
か
れ
た
選
喜
一
吉
を
も
っ
た
代
表
的
な
申
器
開
で
あ
一
め
に
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刀
し
て
ま
い
り
ま
す
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一
と
い
き
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の
な
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六
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事
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早

初
め
て
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一
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て
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暴
と
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て
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麗
一
甲
府
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吉
正
し
い
判
断
の
な
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一
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、
甲
府
市
は
い
草
大
宮
く
躍
し
罰
金
-
民
地
ら
れ
ま
し
た
・
一
に
対
芸
型
と
拙
元
の
附
刀
に
対
す
一
間
需
主
造
業
特
別
会
詰
手

る
甲
府
市
壁
面
警
に
宮
い
た
一
謀
、
器

、
文
犯
の
中
心
と
し
て
の
雌

τ、
あ
く
ま
で
も
聖
人
と
し
て
の
立
一
ょ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
ど
も
も
、
よ
な
封
筒
宮
内
容
、
当
局
の
葬
は
一
る
南
京
お
開
発
と
は
い
え
、
翠
一算
(
第

一号
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し
ま
し
た
。
ま
と
と
に
葉
で
あ
り
ま
す
と
跨
り
そ
の
事
長
出
雲
か
一
瑚
に
た
っ
て
霊
室
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に
つ
と
め
て
一
よ
い
よ
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を
舟
た
に
し
て
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居
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闘
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一
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岱
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句
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三
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皆
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新
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答
弁
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も
宇
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遣
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Zみだ
忠
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竺
品
主
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五
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改
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げ
ま
す
。
一
め
て
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え
る
大
型
予
算
豆
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、
霊
器
に
震
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、
市
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の
笠
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に
燃
え
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甲
府
閉
ま
に
暖
か
い
三

間
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Z
8霊
祭
一
業
界
再
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成
注
し
、
そ
の
誌
で
辺
一マ
承

認

甲
府

E、
市
型
頁
十
余
年
と
一
り
、
そ
の
兜
庄
あ
く
ま
で
霊
に
、
一
社
は
あ
る
わ
吋
で
あ
り
ま
す
。
一
監
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
詰
い
旦
詰
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
豊
富
行
一
苦
内
容
器
に
あ
り
ま
す
。
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接
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茂

申

、

内

蝿

努
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号

付
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梓
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光
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?
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賞
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興

l
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い
口
門
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内
内
川
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同
ト
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明
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三
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志
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O.Pが会派代表介派三』
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(2) 昭和 46年6月 1日

1.他の議員の意思を傾聴し検討すること
1 責任を回避しないこと
1.利己的行動をしないこと
1.選挙の公正を期すること
1.滋会の権限を泡鋭しないこと
1.執行機関と協力して行政の成績を挙げ

ることに努めること

(注)各議員の氏名の下繍は、住所、年齢
職業、議員歴〈カッコ内は役歴〉議席順

りよだメ』
Z耳議市府甲第 9 号

、蛾員の任務 12輩 j

(法学博士田口弼一氏のことばより〉
1.住民の幸福を念とすること
l 民主主義の観念を会得すること
1.住民の幸福になるニとを調査宇ること
1.代表の観念を会得する こと
1.厳正公平なる こと
1.議長を尊敬し.議長を中心として

行動すること

山本光雄F

小松町 375
57才

業
期

農

伊.常八

上石田町 697
56オ

業
期

農

込山貴雄|堀込徳ー

奨咲一丁目 14~ 91 中小河原町 161
51オ 54才

国鉄職員 | 政党役員
wl 田

(監査要員〉

風間良興

普光寺町2477
40才

団体役員
2 期

(現総務望書員長)

.. 
樋口精一

高畑町 618~ I 
38才

政党役員
l 期

(現水道国j蚕員長〉

山口茂申 | 内 臓秀治 | 三 浦大 作

伊勢一丁目 7~211 飯田三丁目 1~-:-161 中小河原町1221
63才 1" 49才 59イ

保険代理業 | 水晶研麿墾 | 農 業
3 期期 銅

(総務委員長) 1 議 長〉

一 一 一

言[立!A113l日号 : l2j 
ipiiii;!?;賄事iiiZii主主211偉大左足跡残して FiiiiiLZ書事jL言語朝 合究 会結 Tはおお ;l秋山市長逝く li!賄
罪日時半Hlii U jiiifi j3月議会で追悼演説持;;詩
型臨時平;署長持君臨時打吉iijftifiiiiii|殺事 liziiiiiili;
日曜鵠)日開iiiii i望ij訴事申告1 |終~， I 号iFFii
!?i ii;日程1ii日日出12iiiii13降局 員長ii!?
;;;iiiij型間;i許;;;!?ifi!?ijfiiii;iii長時!?話器禁

好

5
才

祖
~
日
目

業
期

革

担
川河

町

れ
が
根

震

横

sl 

じ

才

長

'
E
O

内

4
R
d

明
内
弓
司

書

;

i

あ

町

員

委

L

屋

役

生

1

紺

党

2
民

石

元

政

現

(
 

内蔵事男

塩部三丁目 2 ~23
40才

会社役員
2 期

(民生蚕員長)

長 国 徳邸

長松寺町 969
46才

業
期

農

石川遺 朗 | 寝沢 茂 | 山中 繁芳

伊勢一丁目 l手181干塚四丁目275|武田一丁目4528
52::t ! 日;;r ! 40'l 

製糸業 1 会社役員 | 団体役員
2 期期 ，1 2 田

(総務委員長) I(建設経済望書員長)i(予算副委員長)

市川 z雄

国王町1181
52才

業
期

縫

秋山懐次郎

中央三丁目 10~11
日才

会社社長
l 期

(現総務副委員長〕
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一三
一
例

一

一
定

一

↑
月

一
一3
」

住宅、宅地対策

ー
;
岳
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
蝿
で
四
一
い
た
い
・
一
を
も
ち
な
が
ら
地
方
拙
械
住
民
と
上
位

沼
間
一
百
高
の
調
書
書
上
し
て
い
る
・
一
答
型
車
府
嚢
の
移
転
先
に
つ
一
面
と
の
聞
に
宇
る
社
会
的
矛
盾
を

i

i
)

鶴

間

関

告

会

会

一

一

当
面
は
用
地
取
得
を
弓
時
間
話
鰐
長
山
一
u
u
r
r一
一
時
一
昨
日
偏
一
持
町
長
時
日
明
時
間

福
嶋せ
44r
副
総
管
制
刊
会
一
「
紅
白
閥
抗
日
諮
問
一
四
日
打
線
す
か
ら
取
れ
る
か
一
向
河
川
時
計
訣
咋
諮
問
夜
間
口
立
川
諮
問
れ

例
鋪
相
会
錨
錦
繍
矧
師
会
護
服
鉱
閉
会
開
順
鉱
会
翁
1
7て
、
事
露
公
社
を
器
し
、
旦

下水
道
事
規
一
ま
で
に
震
す
る
亭
定
で
あ
る
。
一
日
開
訪
は
山
町
下
お
齢

千
円
日
間
一
一
祝
日
説
得
日
昨
日
伸
一
一
体
鵬
首
中
器
一
協
同
一
持
抑
制
軒
下
討
対
討
論
要出
品
一
古
川
堅
持
抑
制

一
1

1

1

1

1

1

m

m

Z

お
お
幻
…
一
番
計
画
富
で
進
め
る
が
、
第
一択
互
選
ん
で
お
り
、
現
在
理
一帯一

一般会計予算に対する度計事与えるものであります。

予
算
と
な
っ
た
・
5
一
一
十
八
億
円
一
明
期
工

b

一一2
一
か
年
苗
で
陣
営
住
宅
一
一
四
一
一
院
長
訪
日
%
の
喜
子
共
障
議
員
よ
り
次
の
よ
Z
署
長
石
器
取
れ
十
戸
川

計
上
し
て
い
る
が
、
空
五
年
産
栴
雲
前
し
、
相
当
の
震
を
み
た
が
、
一
答
喜
袋
に
つ
い
て
は
四
圭
一程
刊
誌
誇
禁
止
答
下
水
道
警
喜
一
+
九
年
で
訴
封
れ
語
、
昨
年
領
、
古
畑
方
自
治
体
で
も
っ
と
も
要

予算との出較では一手一一再富士
一一
か
年
の
最
時
年
度
で
き
新
年
軍
一
年
度
末
で
志
拓
で
き
る
・
四
+
互
九
草
分
宇
る
と
と
に
な
っ
て
い
か
ら
着
工
し
、
組
額
三
十
四
簡
を
投
E
さ
れ
た
語
審
富
の
憲
第
ニ
な
重
で
あ
る
一
福
祉
事
」
、
主

で
あ
る
の
で
、
富
富
島
び
か
ら
I
で完全に達成するととは悶艇と
一度は乙れを

E
に
ま
、
諸
積
ヱ
る
・
佐
賀
闘
の
造
成
に
つ
い
て
室
じ
て
閉
衝
突
三
一
室
回
以
年
度
変
の
予
算
で
あ
り
ま
す
。
乙
の
掛
合
ゆ
る
重
量
書
記
で
、
そ
の
犠

し
て
+
2
2
鑑
で
き
・
す
わ
れ
る
・
5
控
室
霊
の
一八
一
一
選
2
・
残
さ
れ
た
旦
菌
室
長
宮
を
す
る
。
国
一
誌
軒
以
M
諸
説
軒
時
三
官
、
新
宣
言
発
計
画
並
川
一
時
れ
れ

muwF

民
負
担
に
つ
い
て
は
、
霊
長
年
と
豆
嗣
入
も
あ
わ
せ
書
す
る
申
で
一は
側
重
量
平
か
し
い
も
の
が
あ
冨
ニ
ュ1
・タウンについては主

-

E
量
豊
富
を
上
位
置
と
一

同じで量ではない。また福祉事

τ困の

Z
し
字
幕
え
は
あ
る
一
る
の
で
、
新
た
に
市
覇
軍
化
五
五
局
主
主
な
う
が
、
そ
れ
ら
を
よ
『
桔

H
F
M
V設
計
三
草
さ
れ
た
も
の
で
そ
の
号
巳
引
い
れ
持
続
日
諮
問
特

警

の

ま

そ

れ

ぞ

れ

奏

会

話

時

五

時

.

ー

ー

ー

ぽ

滞

限

ド

上

宮

崎

r
yベ

〈
菌
群
に
と
り
か
か
る
。
一
れ
が
駐
日
開
票
に
去
に
は
乙
れ
ら
の
士
号
室

代
表
し
、
新
年
度
予
算
と
組
合
計
画
と
一
こ
一

公
害防

止
対策

1
I
z
-
-
i
lゑ
し
よ
甲
商
移
転
問
題
一
事
芸
た
め
、
国
の
資
金
、
及
び
旦
的
な
、
し
か
も
長
期
的
視
野
に
た
っ
た

=一月
定
例
会
の
一
義
附
は
=
一
月
十
基
)
山
口
語
(
中
雪
量
一
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
高
を
い
一
年
も
て
一
一

Zしてお目、老一

E

Eっているので、六月寄金三
本
年
中
に
用
地
取
得
一
方
の
財
政
資
金
を
も
実
し
て
社
主
一
予
蓄
積
は
構
忘
れ
て
お
り
ま
せ

古から=百聞にわたっ喜なわれ
一郎(共産党三

E
Z
Lま
し
た
・
一
議
費
無
棋
の
年
齢
引
き
下
げ
今
一

全

市

の

企

業

を

点

検

一
で
に
は
蓄
に
き
吋
た
い
土

問
先
に
閥
会
の
特
別
養
員
会
で
土
皇
室
す
る
と
い
品
玉
ん
。
(
例
H

費
量
軍
需
忠
告

一哲
一
雄
(
公
明
党
)
語
講
(
新
一石原票

(ig(社

「

詰

註

埼

玉

諸

問

諸

問

号

、

ぉ

一

条

例

、
早
く
制
定
い
什
い
一
戸
市
町
十
九
七
目
当
笠
間
見
川
町
詩
護
者
応
し
て
宮
れ
た
も
の
で
あ
」
議
室
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

よ面
m
d
E
E
a画
一

一

」
一
問
書
量
で
間
警
起
と
し
た
一義
昭
和
の
う
ち
主
警
は
き
一

j
i鐙
妻
子
賓
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
乏
い
た
が
っ
て

2
1われわれは、とのよ

i

一
圃

岡

崎

蹟

臨

し

一

大

詰

引

な
ら
ぬ
一同

昨

円

一

十
一
シ
ハ
ラ
号
室
防
長
慨
す
の
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-H刊
誌
問
H
U
H
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悲
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同
日
日
刊
誌
同
月
刊
誌
持
一
日
立
与
ド
あ
ま

だ歯
周
.1M歯
車
恒
一
間
新
書
予
算
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初
め
て
喜
一
山

万

万

万

-τい
て
閉
に
協
力
を
求
め
て
来
て
い
る
巴
恥
船
晴
望
酒
司
事
画
げ
が
約
束
さ
れ
て
お
り
王
国
に
栢
で
は
乙
れ
が
完
全
量
は
重
で
あ
る
蓄
の
状
況
な
を
も
憲
章

一
面

，

i
錐
臨
調
型

-
h
一
を
越
す
童
予
算
と
な
っ
て
い
る
三

2

5

7
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い
う
ご
の
内
容
と
提
言
問
一
閉
嗣
剛
嗣
幽
嗣
幽
凶
阿
圃
り
あ
霊
改
正
が
な
さ
れ
る
と
話
会
の
で
、
2
3
の
な
か
で
聖
確
に
し
、

i故
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止
の
き

会

品

開

駅
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属

国

会

言
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表
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一
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m
-吾
川
口
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心
け
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一
向
叫
詩
司
汁
日
計
社
霊
検
証
警
れ
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器
付
山
富
吉
重
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べ
き

t
て
管
官
ご
ろ
ね
ら
い
と
す
る
当
局
の
2
5

議一

し

プ

勺

舗

噂

簡

単

7
費
用
民
負
担
の
増
大
は
き
ベ
一
一
都
町
館
抑
制
問
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料

問

刊

誌

民

民
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目
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臼
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説
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記

事
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日

目
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計
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問
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一

3
3叫
す

-一シハラ

i
F長時
詰

詩

話

語

日

字

詰

語

長

時

五

HF底の
善
言

語

廟

務

総

臨

騒

h

M

邑
圃
一
る
た
め
、
す
の
細
か
な
福
祉
問
一
「

…7
ン
の
使
周
章
し
てい
る
・
与
局
の
霊
ど
桔
り
可
決
し
ま
し
た
。
吋
に
去
、
来
年
慣
は
を
に
議
委
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
乙
と
か
り
、
?
て
し
て
量
ど
お
り
警
に
母
平
家
庭
の
を
費
量

府
同
観
較
鋪
臨
R
l
h圃

最
古

L

Z

寄せされるとと一
一

君

主

額

刊
一玄れのある住民

a
i
7かし
、
裏
山
票
差
是
税
世
帯
に
軍
事
慣
い
た
官
官
ら
、

i
i
i
J絞
れ
て
溜
5
寄
託
唯
一
官
民
総

甲悶
盟
理
圏
一一し何吋4

日韓日経一
一船場

語
詰
詰
詰
修
詳
2車

2
建
言
主叫

-

圃

困
欄
轄
調
慎
遁
薗
一
れ
摂
れ
悦
詰
日
結
鵠
柑
持
吋
吋
訪
γ

日校諒いM訴訂パ付ぷ…ド弘i伝Um賊信持日釘持U持吋
μ巴F巴
一
特
総
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皆
τすτ京荏は宅で曹主れば塁公柔其幸雲;下系量ポ歪遭

zに撮流与与ア7、
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号第

七
百
万
円
を
枠
内
修
正
一
般

言

初
め
て
百
億
円
越
え
る

三月定例閉織金は三月八日、市長欠員のもとで飯田閉長服郡代理者によって招集され、会期を

二十七日までニ+自聞と決めて、まず円鼠に、議会開会を前にして死去された故秋山市長の追悼

演視を行なったのち、十か年総合計四の初年度予算である間和四十六畳度一般会計予算案など
三

十九件
、出間負担果二件吾容磁しました。
ζ

の結県、当局提果を一般金計で七百三万円の枠内修
E

を待ない、一般会計で六十二億五千四百六十二万三午円、特別会計骨合わせると初めて百億円を

越す組額百十
一億八千百三十八万一千円の大型予算吾、共産党壱除いた多散で可決し、条例案に

ついても母子児煎手当の増額など二件を修宣して閉会しました。
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静
刊
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r
i
t揺
れ
許
容
章

一

2に

つ

い

て

、

十
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日
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亭
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野

語
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町
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日
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望
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ゴ
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一
採
択
さ
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た
も
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一
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待

十
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春

日

一

JF委員会
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主
一
霊
百
百
六
士
一
互
=
干
円
の
う
ち
、
告
で
七
百
=
芳
門
の
枠
内
修
正
亭
行
な
い
、
ま
た
罰
金
計

川
豆
長
一
重
も
あ
り
ま
し
た
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千

一卜
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一副
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否
ー
と
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凶
叶
川
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一
目
総
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部
委
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会
民
・
素
話
ほ
か
)
一
O
京
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幸
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え
(
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吉
一
丁
目
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川
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九
件
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器
車
九
億
一
一
千
六
百
七
十
五
夫
千
円
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あ
り
ま
し
た
が
い
す
れ
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遣
の
雲
ど
お
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可
訳
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一
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に
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般
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で
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岳
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叫
什
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佐
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て
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茸
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反
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軍
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手
当
選
手
ま
の
で
一
人
一
村
一
二
理
一
山
抽
出
二
一
一
一
江
二
二
十
一校
一
市
生
二
計
二
治
連
室
長
・
古
書
作
ほ
か
)
一
間
前
皇
室
・
内
壁
=
一
ほ
か
)
一
市
小
中
学
童
室
長
・
目
星
=
一
ほ

沼
一
ま
事
情
償
問
詰
め
て
百
億
円
一
言
悪
に
み
ら
れ
る
各
部
自
警
し
て
の
事
様
化
に
対
処
す
る
た
め
千
円
の
上
積
み
。
葬
一
時
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一
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官
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検
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甲
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の
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思
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蛸
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華
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あ
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